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研究成果概要 
KAGRA望遠鏡診断システムの役割は望遠鏡の建設時は主に望遠鏡が置かれるサイトの

雑音環境の調査や各サブシステムとの連携により、適した望遠鏡診断システムの構築

を行う。26年度は、望遠鏡が置かれる場所の環境を現地で測定・評価し、それに基づ

いて望遠鏡を取り巻く雑音環境や望遠鏡の状態を把握するシステムの構築を行う計画

であった。本年度では、平成25年10月に我々が行った、KAGRAのサイトでは初となる磁

場と地面振動測定のデータの解析を行った。それによって、地面振動のスペクトルを

取得し、その結果はKAGRAの防振系やクライオスタットの詳細なパラメータの決定に貢

献した。また、磁場測定結果から、KAGRAの鏡を制御するコイルマグネットアクチュエ

ータに与える影響を評価し、デザインのパラメータ決定に資した。また、KAGRAに影響

する環境雑音の一つとしてシューマン共振による磁場の影響を調べた。KAGRAは鉱山内

にあるため、シューマン共振による磁場環境の坑内への伝達は明らかではなく、KAGRA

への定量的な影響を調べるための測定が必要であった。そこで、我々は26年12月に大

阪市立大学地球学科の山口教授らと坑内外の磁場を測定し、シューマン共振の坑内か

ら坑外への伝達の様子を測定した。更に2015年3月にはKAGRAのエンドミラーでの環境

雑音の長期モニタの計画を綿密に立て、柏や神岡を訪れ平成27年度4月に長期モニタを

リアルタイムで開始するための十分な議論を行った。また、そうした測定を解析し、

将来望遠鏡診断を行うために重要なmatlabとそのパッケージを購入し、解析システム

の構築を行った。 

こうした研究は、KAGRAの他のメンバと密接に連携しながら行うために、チーフ会議の

参加で柏や神岡分室を頻繁に訪れた際に密接な議論を行った。 
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